
開館時間  9 時 30 分 ～ 18 時（最終入館 17 時 30 分）
問合せ　☎ 73-5158　　  73-1038　　　maibun@city.awara.lg.jpFAX

郷土歴史資料館（金津本陣 IKOSSA ２階）
休館日　月曜日・第４木曜日（祝日の場合はその翌日）

令和７年度秋季企画展
「越前の瓦～その再興と発展～」

　江戸時代、あわら市の地で盛んに行われていた瓦
づくり。この地で焼かれた瓦は、海を越えて遥か北
海道にまで届けられました。
　一枚の瓦に込められたのは、職人たちの誇りと情熱。
土と火と技が織りなすその結晶は、時代を超えて、
今も私たちに語りかけてきます。
　本展では、越前で生まれた瓦と、実際に使用された
福井城や金沢城の瓦を一堂に展示。知られざる越前
瓦の歴史と美しさを、ぜひその目でご覧ください。

期　間　10 月４日（土）～ 12 月７日（日）
ところ　郷土歴史資料館 企画展示ゾーン、
　　　　特別展示室
入場料　300 円

　今年の金津祭は、猛暑にもかかわらず、多くの人
でにぎわいました。
　祭期間中に金津地区 18 区で展示された「本陣飾
り物」の中から、あわら市商工会長賞を受賞した榛
ノ木原区の「梟

ふくろう
」と脇出区の「木

き そ よ し な か
曾義仲 俱

く り か ら と う げ
利伽羅峠 

火
かぎゅう

牛の計
けい

」の２基を本陣飾り物ギャラリーで展示し
ています。
　祭で見逃してしまった人も、すでにご覧になった
人ももう一度、趣向を凝らした本陣飾り物をお楽し
みください。

今年度の本陣飾り物を展示しました！

▲ 沢春日神社鬼瓦（江戸時代）
▲ 脇出区制作

「木曾義仲 俱利伽羅峠 火牛の計」

郷土歴史資料館 だより郷土歴史資料館 だより ◀ 郷土歴史資料館
　 公式 Instagram
　 はこちら

金津本陣金津本陣 IK
OSSAIKOSSA にに

歴史を学び
に

歴史を学び
にいこっさいこっさ！！

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

　
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
を
野
外
な
ど
で
燃
や
す「
野
焼
き
」

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
第
16
条
の
2
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
で

適
正
に
焼
却
す
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄
物

の
焼
却
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

違
反
し
た
場
合
に
は
、「
5
年
以
下
の

拘
禁
」
ま
た
は
「
１
，
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
」、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
焼
却
行
為

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
政
令
に
よ
り
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
農
業
・
林
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
ず
行
う

焼
却

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
、
風
俗

習
慣
や
宗
教
上
の
行
事

に
伴
う
焼
却

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

が
施
設
管
理
の
た
め
に
行

う
焼
却

・
災
害
（
震
災
・
風
水
害

な
ど
）
の
予
防
、
応
急

対
策
、
復
旧
に
必
要
な

焼
却

・
日
常
生
活
に
お
け
る
軽
微

な
焼
却
（
た
き
火
な
ど

で
、
煙
や
臭
い
が
近
隣
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の

少
量
）

▲ 榛ノ木原区制作
「梟」

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
例
外
に
該
当
す
る

場
合
で
も
、
次
の
対
応
が
必
要
で
す
。

・
事
前
に
市
へ
相
談
書
を
提
出

・
消
防
署
へ
の
届
出 

・
監
視
員
の
配
置

・
す
ぐ
に
消
火
で
き
る
体
制
の
整
備

　
ま
た
、
近
隣
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

場
合
や
官
公
署
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
焼
却
を
中
止
し
て
く
だ

さ
い
。

　
野
外
焼
却
は
、
火
災
の
原
因
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
隣
住
民
の

迷
惑
と
な
る
ほ
か
、
健
康
被
害
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
良
好
な
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に
も
、
廃
棄
物
は
適
切
に
処
理

し
、
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
行
わ
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
☎
７
３-

８
０
１
７

驚
き
！
タ
カ
の
渡
り
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
子
育
て
を
終
え
た
一
部
の
タ
カ
は
、
冬

を
越
す
た
め
南
へ
渡
り
ま
す
。
大
陸
や
海
、

山
を
越
え
、
遠
く
1
万
キ
ロ
の
旅
を
し
ま

す
。
大
空
を
悠
然
と
舞
う
タ
カ
の
姿
を
、

ぜ
ひ
見
届
け
ま
し
ょ
う
。

▼
と
　
き
　
９
月
21
日
（
日
）
10
時
～
15
時

（
受
付
後
出
入
り
自
由
）

▼
と
こ
ろ
　
刈
安
山
展
望
台  

※
雨
天
中
止

▼
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

▼
参
加
費
　
無
料

▼
準
備
物
　
・
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

・
お
持
ち
の
人
は
双
眼
鏡 

な
ど

▼
申
込
み
　
不
要

▼
問
合
せ　

あ
わ
ら
市
エ
コ
市
民
会
議
事
務
局

（
生
活
環
境
課
内
）

☎
７
３-

８
０
１
８

　

seikatsu@

　

city.aw
ara.lg.jp

▲ ホームページ

▲ ホームページ

あ
わ
ら
の
森
が
お
も
し
ろ
い
！

　
～
林
業
を
楽
し
く
学
ぼ
う
～

　
林
業
は
、
自
然
と
調
和
し
な
が
ら
環
境

を
守
る
大
切
な
仕
事
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
重
機
に
よ
る

伐
採
実
演
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
輸
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
な
ど
、
迫
力
あ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
し
て
林
業
の
魅
力

と
役
割
を
体
感
で
き
ま
す
。

▼
と
　
き
　
10
月
7
日
（
火
）
10
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

刈
安
山
森
林
パ
ー
ク

※
小
雨
決
行
・
荒
天
延
期

▼
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

▼
参
加
費
　
無
料

▼
問
合
せ　

あ
わ
ら
市
エ
コ
市
民
会
議
事
務
局

（
生
活
環
境
課
内
）

☎
７
３-

８
０
１
８

　

seikatsu@
city.aw

ara.lg.jp

市
民
大
学
講
座

「
宇
宙
に
近
づ
け
！
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

見
学
と
バ
ス
ボ
ム
で
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
！
」

　
直
径
13
・
５
メ
ー
ト
ル
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
を
間
近
で
見
学
し
た
あ
と
、
バ
ス

ボ
ム
で
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
を
再
現
す
る
実
験

教
室
を
行
い
ま
す
。

　
福
井
と
宇
宙
の
つ
な
が
り
を
、
楽
し
く

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

▼
と
　
き　
10
月
25
日
（
土
）

10
時
～
11
時
30
分

※
雨
天
時
は
内
容
を
縮
小
し
て
開
催

▼
と
こ
ろ
　
福
井
工
業
大
学
あ
わ
ら
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
講
　
師
　
福
井
工
業
大
学 

砂す
な
が
わ川 

武た
け
よ
し義 

教
授

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
　
員
　
30
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
　【
開
始
】
９
月
16
日
（
火
）

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了

▼
問
合
せ
　
文
化
学
習
課 

☎
７
３-

８
０
４
１

　
　
　
　

  
bunka@

city.aw
ara.lg.jp

▲ 申込みはこちら

▲ ホームページ

あ
わ
ら
市
民
生
活
安
定
資
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
が
北
陸
労
働
金
庫
・
福
井
信
用
金
庫

と
提
携
し
て
提
供
す
る
、
無
担
保
・
低
金
利

で
安
心
な
ロ
ー
ン
制
度
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
れ
る
制
度
と
し

て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　
市
内
在
住
で
市
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
人

※
た
だ
し
、
北
陸
労
働
金
庫
で
の
融
資

　
は
勤
労
者
に
限
り
ま
す
。

▼
使
　
途
　
生
活
の
維
持
・
向
上
に
必
要
な

資
金
全
般

▼
限
度
額
　
一
人
：
２
０
０
万
円

▼
融
資
利
率 

3
年
以
内
：
２・１
％

3
年
～
7
年
以
内
：
２・５
％

▼
返
済
期
間 

7
年
以
内

▼
返
済
方
法 

元
利
均
等
月
賦
償
還

※
融
資
額
が
40
万
円
以
上
の
場
合
、
融
資

　
額
の
２
分
の
１
を
限
度
に
半
年
賦
償
還

　
併
用
可
。

▼
問
合
せ　

北
陸
労
働
金
庫 

金
津
支
店

☎
７
３-

０
７
１
１

福
井
信
用
金
庫 

あ
わ
ら
支
店

☎
７
３-

０
２
１
５

▲ ホームページ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
人
に
対
し
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
新
た
に
対
象
と
な
る
人
に
は
、
９
月
初

旬
以
降
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
案
内
が
届

き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
、
日
本

年
金
機
構
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次
の
要
件
を
全
て

　
満
た
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

・
前
年
の
年
金
収
入
と
そ
の
他
所
得
の

　
合
計
が
約
90
万
円
以
下

　
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
、

　
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

・
前
年
の
所
得
が
約
４
７
９
万
円
以
下

▼
問
合
せ　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

福
井
年
金
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

☎
２
３-

４
５
１
８

　
※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た
不
審

　
　
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
家
族
構
成

　
　
や
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
電
話
で
聞
い
た
り
、

　
　
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

　
　
せ
ん
。

▲ ホームページ

坂
井
地
区
広
域
連
合
職
員
募
集

▼
職
務
内
容 
要
介
護
認
定
調
査

▼
採
用
予
定 
介
護
認
定
調
査
員  

2
人

▼
受
験
資
格 

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

▼
受
付
期
間 

９
月
12
日
（
金
）
～

９
月
26
日
（
金
）

▼
試
験
日　
10
月
19
日
（
日
）

▼
問
合
せ　
坂
井
地
区
広
域
連
合
総
務
課

☎
９
１-

３
３
０
７

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
さ
さ
お
か

回
数
券
使
用
期
限
の
お
知
ら
せ

　

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
さ
さ
お
か

が
次
の
期
間
に
発
行
し
た
回
数
券
の
未
使
用

分
に
つ
い
て
、
使
用
期
限
を
設
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
回
数
券

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
４
月
～

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
３
月
31
日

▼
使
用
期
限
　
令
和
12
年
３
月
31
日
（
日
）

▼
問
合
せ　
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
７
４-

１
３
１
４

1515 1414


